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                 農學博士 志 方 盆i三

  纂1章 旅程及覗察 ノ概要

1・旋程

8月25日 京 都 出 蛮 海路大連二向フ

8月28日 大 連 着

・魂 大齢 在 繋 灘 犠 離 轟暴翻

8月31日 熊 岳 城 満鐵 農事試験瘍熊岳城 支揚視察

9月2日 奉 天 滞 在 第2回 満洲 農學大會(於 奉天満鐵杜員倶樂 部)

              「満洲國産 パルプ用材 ノ化學 的研究』ノ題 昌テ講 演(要 旨溺肥)

9月3日 泰 天 滞 在 農學大會第2日

              夜大會 出席者約20名 満洲國鐵路総局伊澤次長 ヨリ招待 セラレ

              鐵 路絡局 主催 ノ産業覗察 團計豊 ノ読明 ア リ

9月4日  奉 天一新 京  實業寵 大同學院訪問

9月5日  新 京 滞 在  林務 司及丈教部訪問

9月6目 新 京 畿 挑 南 公 主嶺満鐵農事試瞼揚 訪問

9月7日 挑 南 滞 在 挑 南満鐵 事務所試作農場覗察

9月8日  挑 南一 齊々吟爾

9月9日  齊 々恰 爾一北安鎭 國立克山農事試験揚覗 察 北 安鎭森林事務所訪問

9月10日  北安鎭一吟爾賓

呂景{1昌} ・・ 爾 賓 慧 欝 毒場}薩

9月13日 吟爾 賓一奉 天

9月14日 奉 天 滞 在

9月15日  鐵 路総 局主催産業視察團 二参 加 シ9月27日迄行動 ヲ共 ニス

     奉 天 一錦 縣  國立錦農事試瞼場覗察
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9月16日 錦ms 一・凌 源 朝陽 ヨリ凌源間乗合 自動車 昌依 リ農嘉硯察

9月17H  凌 源 一承 徳  乗合自動車 二依 リ途 中農事視察

9月18日  承  徳  泊  熱河省公署訪問 離 宮、 ラマ寺 、熱河 省立苗 圃覗察

9月16日 承 徳一凌 源

9月20日  凌源一朝陽一建準一赤峰

              乗合 自動車 昌テ旅行

9月21日 赤 峰 滞 在 繊組 工携 満蒙興業公司赤峰支店 甘草 エキス工場硯察

9月22日  赤峰一建準一北 票 北票煤鍍公 司覗察

9月23日  北票一錦縣一 胡盧 島

              胡薩 島築港工事跡 覗察

9月24日  胡薩島一山海關  興城園藝試験場 萬里長城硯察

9月25日  山海on-一大虎山  高山干農場 観察

9月26日  大 虎山一一通遼一遼源

              通遼 公濟號農業事務所訪問

9月27日  遼源 一新京一吉林 産業 観察 團ハ四平街 昌テ解散

9月28日  吉 林 溌 在  大 同林業事務所

              吉林 省寅業晦、吉林木税税揖局、吉林 省立農事試験場 視察

9月29日 吉 林一圓 椚 航空機 ニ ヨリ森林覗察

9月30日  雄 墓      雄基港海睨察

10月1日  雄 基一羅津一 清津 廣周嶺造林地頑察

10月2日 永 安   朝鮮窯素肥料永安工揚視察

10月3日 永 安一 白 岩

10月4日  白 岩一恵山鎮  南雪嶺森林 覗察

10月5日  惑山en・一一讐天墜一大 鎮坪 一大坪里

              林 業観察

10月6日  大坪里一 大銀坪  林 業覗察

10月7日  大鎮坪一恵 山鎭  朝鮮紬督府農事試験揚北鮮 支場 樺 田里造林 地覗察

10月8日  窓山鎖一北 青  林業親察

10月9日  北 青 一成 興  興南 二於 テ朝鮮窒素 肥料工場視察
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 10月10目           赴職嶺朝窒褒電所観察

 10月11日 威 興一京 城 総督府訪問

 10月12日 京 城 滞 在 総督府林業試瞼場 纏督府農事試験場覗察

 1明13日 京 城 m 永登浦昌於テ朝鮮峯酒工揚 昭和キリンas酒工獺 察

 10月14日  全羅南道裡里   縛督府農事試験場南鮮支場 全羅南道農事試験揚 不二農揚

               不二農村視察

 10月15日  釜 山一下 闘

 10月16日 京 都 蹄 着

  2覗 察歌況ノ概要

今同 ノ族行 二就テハ 林産化學専攻 ノ立場 ヨリ林業一般,森 林情況ノ覗察 ヲ主 トシ 林産

物特 二製紙用 及 ビ 人絹用パルプ原料ノ問題 二就キ調査 ヲ途 ゲタリ(調 査 ノ項参照)又

人絹用バルブニ關聯 シテ繊維作物 二關 シ多少 ノ考慮ヲ梯 ヒタリ

猫 今回ハ満洲國鐵路総局主催産業硯察團ノー行二参加シ 熱河省 ノ森林荒慶 ノ賓情 ヲ親

察 シタリ(別 刷,熱 河省林業二劃 スル私見概要参照)

   第2章 調 査研究 ノ項 目

1・満洲國二於 ケル 製紙用 並=人 絹用パルプ原木 二關 スル調査 (第 ユ部参照)

2・熱河省 ノ林業 (第2部 参照)

3.新繊維作物 ケナフ ニ關スル調査 (第3部 参照)

   第3章 講 演 ノ題 目及講 演 會 ノ概 況

今同 ノ族行 ノ主ナル目的 ・・第2同 満洲農墨會 ノ奉天二開催セラルルニ際 シ學術講演 ヲ爲

スニ在 リ

  1・講演 ノ題目及其概要

 題 目  「濾i洲國産バルブ用材 ノイヒ學的研究」

      概   要

私 数年來ノ研究 ノ結 果ヲ綜 合服告セルモ ノニシテ タウヒ属 トシテ魚鱗杉 モミ蝿 トシ

                 ー 3 一
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テ臭松 ノ化學的成分 ヲ樺太材 ノ成分 ト比シ 製紙用材 トシテハ 樺太材 二劣ラザルモ人絹

用材 トシテハ樺太材二稽劣ル如シト論ゼ リ,猫 私 ノ 研究室 二於テ ソレゾレノ原本 二就

テ 蒸解精製セルパルプ ヲ以テ製 シタル ヴイスコーズ糸 ヲ展覧 シ 其性質二就テ述 ベタ

リ.猫 満洲國 二蓄積多キ(黄 花松カラマツ)二關スル研究 ヲ述ぺ 少 クトモ 此者ハ製続

用原料 トシテハ 好適ナレバ將來 ノ造林樹木 トシテモ 主要覗 スル事 ノ必要 ヲ力読 シタリ

  2・講演會 ノ状況

満洲農學會・・會員120名 通 常會員62名(昭 和9年5月 現在)ヲ 有 シ本年第2同総會ヲ開催 シ

タリ,本 年 ノ総會ノ特色 トモ 云フ可キハ,満洲國立農事試験場等二於テ創設 二關與セル

會員ガ 既二共言鵡鎌占果 ヲ報告セル点ナリ・會衆100名 ヲ超z2日 夜 二開カレタル祝宴 モ

出席者55名 二及ペリ,内地 ヨリ参加セルハ 鈴木梅太郎博士石川武彦教授佐 々木清綱助致

投等ナリ

   篤4章 覗 察旅 行 中 ノ戚想

族中ノ感想ハ 調査事項中ニモ記入アルヲ以テ 概論的 ノ事項 二就テ述ペ ン

1・事愛前 トノ比較

 大正8年 夏 満鐵夏季實習生 トシテ見學族行セル場合 二比 シ主ナル差異 ヲ學 ゲン

  1.日 本人 ノ勢力 ノ増大

  1・日本人 ノ責任 ノ加重

2・滞洲國呂於ケル農業試験研究機關

 學良政府ハ軍備 ニハ多大 ノ支出ヲ爲シタルモ,止 漿ノ試験 研究機關 二封 シテハ極メテ

 冷淡ナ リシ如シ・

故 二現在 二於テハ 浦鐵 ノ農事試験場 ノ業績 二頼ルノ外ナキ現状 ナリ 殊 二熱河 二於 テ

 ハ 氣象観測 二就 テ信擦 ス可キ材料ナシ,故二農業研究,試 験機關 ノ充貴 ヲ急務 トス

 殊 二注意ス可キハ 林業試験機關ナリ,農 業畜産二就テハ満鐵モ多年 人員 ヲ充實 シテ

 業績 ヲ畢ゲタルモニ(例ヘバ大豆品腫改良,蒙 古羊.在 來種豚 ノ改良)林 業開搬二封 シテ

 ハ甚ダ冷淡ナリ 從 ツテ,林業關係 ノ調査 ニハ多大 ノ困難ヲ感ズ,叉 林業試験 トシテハ

 満鐵農事試験場熊岳城支場 ノー部 二見本園及ピ苗圃ヲ有スルニ過ギズ

                 ー 4 一
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3.林業試験場設置ノ必要

 林業試 瞼二關 シテハ 前記 ノ如 キ事情 ニアリ,造林方針等 ヲ決定ス可キ確固タル根擦 ヲ

 有セズ 故 二林業試験場ヲ設置セン事ハ急務中ノ急務ナリ

4・浦洲森林保績二封スル慧見

 満洲森林ハ数字 ノ上 ニテ 其蓄積150億 石 ト云ヒ或ハ90絵 億石 ト構ス 然レドモ,交通蓮

 輪等 ノ關係 ヲ考慮スルニ 樺太材等二比 シテ不利ナル点少カラズ

 而 モ本邦 トシテ 將來 ノ用材及製紙 及人絹用パルプ原木 ノ供源ハ 樺太 ノ後ハ満洲アル

 ノ ミ

 故 二満洲國林業ハ恒久的林業政策ヲ確立 シ,樺 太二於ケル如キ資源蕩墨 ノ失敗 ヲ繰返

 ス事ナカラシムルヲ要ス・其根本的方策 トシテハ

  森林關係 ノ牧支 ヲ特別愈計

 トスルヲ絶封的必要ナ リトス

 今 日二於テハ牧入 ノ途アリ(本年度森林牧入160萬 圓 ノ見込)而 シテ最初2,30年 ノ牧入

 ノ超過 ハ森林保護林業試験研究及ビ造林事業二投ズルヲ要ス 此特別會計案ハ熱河省

 ノ造林 ニハ必須條件 ニシテ熱河省 トシテハ自省造林 ノ資力ヲ有セズ(精細ハ別冊参照)

   第:5章  其他 ノ蓼 考 トナル ベ キ事 項

1.第2回 産業覗察團ノ計宣

 満洲國鐵路総局二於 テハ,本年 ノ産業覗察團ノ有意ナ リシニ鑑 ミ來年度 二於テ,満 洲

 農學會開催後20名 乃至25名 ノ希望者アラバ,第2同 ノ硯察團ヲ編成セン意圃アリ 來

 年四月 日本 二於 ケル農學大會 ノ機會迄 ニハ具体案 ヲ作製 ノ筈 ナリ

 私 自身 ノ今同 ノ親察團参加ハ極 メテ有意義ナリシニ鑑 ミ 内地 ヨリモ多数 ノ農林 畜

 産關係者 ヲ派遺セン事ハ,満洲國農業 ノ爲ニモ 本邦農業 ノ磯達 ノ爲メニモ 極 メテ必

 要ナリト信ズ
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         調査報告第直部 (昭和9年12月1日)

       満洲 國 二於 ケル製紙用並 二人

       絹用 パルフ原木 二關 スル調査

              京都帝 國大學教 授

                農學博士 志 方 盆 三

   緒   言

昭和9年8月28日 大近上陸 ヨリ9月29日圓{門ヲ経 テ北鮮 二向 ヒタル約1ケ 月ノ満洲滞在中二

調査セル事項 ト 京都帝國大學農學部林滞化學研究室 並 二化撃研究所志方研究室 二於テ

行 ヒタル化學的研究 トヲ綜合 シテ本調査 ヲ作製 シタリ 其聞族行セル範園ハ満鐵沿線四

況線齊克線 奉山線 打通線ハ鐡道族行 並 ビニ熱河省 朝陽 凌源 承徳 赤峰 バ バス族行

ハルビン新京間 吉林圖椚間ハ航室機 二依 レリ.

漏洲 ノ名'林ノ實地踏査ハ治安 ノ点猶不備 ニシテ危瞼アルニョリ機上偵察 ノ外行ハズ 但

北鮮 二入 リ威鏡南道惑山鎭ヨリ白頭山山麓 ノ森林 ヲ踏杏 シ 之 ニヨリ満洲森林 ノ實情ヲ

覗知セントシタリ・

右 ノ事情ナルヲ以テ調査書 トシテハ甚 ダ不備 ノ点多キモ豫備調査書 トシテ編述セ リ.

   第1章  製 紙 並 呂人 絹 用パ ル プ原 木 ノ具備 ス 可 キ條 件

パルプ原木 ヲ考慮スルニ當 リ パルプ ノ用途ヨリ之 ヲ見レバ

     第 1 表

        1本 邦・於・ル騨 目 備    考

  琳 パル引 モ三励 ウtts l  

化馴 ルプ[タウヒ胱 調 マツ劇
        I            l

  人糊 パルプIIタウヒ駐 三厨 1

ニシ テ本 邦 二於 テパ ル プ 原 木 トシテ主 トシテ使 用 セ ラル ル ハ結 局 モ ミ属 並 ニタ ウ ヒ属

ガ大 部 分 ヲ占 ム 殊 ニタ ウ ヒ 駈 二於 テハ ェ ゾマ ツ モ ミ属 二於 テハ ト ドマ ツ ナ リ トス.
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而モ 此等ノ原木ハ樺 太 北侮道=於 テモ今後10年 ノ後 ニハ訣乏ヲ見ル可キ蓮命=在 ルヲ

以 テ 製紙工業 二於テモ亦人絹工業昌於テモ其原料供給問題 ヲ考究スルヲ要ス,カカル情

勢 二於テ新給源 トシテ満洲問題ノ解決セラレタルハ邦家 ノ爲慶賀 二堪ヘザル所ナリ,勿

論本邦 ノ當業者 トシテモ 建築用材 パルプ用材ノ給源 トシテ満洲森林二着 目セルハ既 二

日露職孚以來 ノ事 ニシテ古キ歴史ヲ有シ,満鐵:王子製紙 大倉其他 ノ投資額(林場構 二封

シテ)ハ,10肚(札 冤公司 ヲ含ム)12,410,000圓=一及 ビ,満鐵ハ調査 ノ爲メニハ多大ノ犠牲 ト

努力ヲ佛 ヒ,事攣後 ノ種々ノ企業計書 ノ根本資料ハ,實 二満鐵 ノ調査結果 二侯ツモノ多カ

リキ.

i次二,本邦=於 ケル木材パルプノ生産高(紙業雑誌29巻143(昭9))ヲ 見ルニ 昭和8年=於 テ

  確木パルプ       241,000噸

  化學パルプ

    亜硫酸パルプ     297,000噸

    クラフ トバルブ    31,800噸

  合  言十                   569,800噸

外 二満洲國二於 テ           .

  砕木パルプ         9,114噸

  亜硫酸パルプ       2,590噸

猫 昭和8年 二於 ケル

  輸入パルプ.       150,000噸

ナ リ,而 シテ 本邦 二於ケル バルブ用原木使用高ハ  6,790,01)0石

ニシテ満洲ハ  118,000石(前 掲)

ナリ,

然 ラバ現在昌於テ製紙用並 二人絹fijパルプ用材 トシテ、具備ス可キ條件ヲ考慮スルニ

 Lタ ウヒ属(最 優)モ ミ屡 樹材ヲ最良 トス

 2.集 團セル相當量 ノ蓄積ヲ,同一流域内(若 クハ近接セル場所)二 有スル事

 3.混滑林 ノ場合モ タウヒ属 モ ミ屡 ノ混溝歩合低カラザル事(40%以 上)(必 須條件昌

  ハ非ズ)
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4.目下 ノ経濟條件ヲ基礎 トシテ考慮スルn工 場着原木代300圓 乃至500圓 以下ナルヲ要 ス

  今 原木代 トパルプノ慣格ヲ比較スルニ

   人襯 ・・ルブ ・噸(1封 度13鈍 トシテ220封 度) 264圓

   {   〃 所要原木  20石(工石5圓 トシテ)   100圓

   亜 轍 パルプ ・噸(1封 度9錠 トシテ 2200封 度) ・98圓

   {   〃 所要原木  15石(1石5圓トシテ)    75圓

依 ツテ 差 シ當 リ パルプ原木 ノ調査ハ タウヒ蜀 モミ属 ノ蓄積量ヲ求 ムル事肝要ナリ

   第2章  満洲 國森林 ノ蓄積拉 ビ=バ ル

          ブ原 木(タ ウヒ罵 モ ミ属)蓄 積

今満鐵 ノ経濟調査 會ノ調査(満洲産業統計)(昭 和6年 度)二 依 レバ

森糊 名1森欝 針鋳 総 蕊畢) 計灘 翻 轟 轟

難 撫 …1 1瞭霧iii謹鶯難
 牡 航 繊 634・966211・93aO74209ρ17・826420・950・Wm eo・900・amt大 正4年                ミ

 拉 林 江 流 域  633,775・10鈎730,770 197,419,030 301,1493,00 300A89SW大 正 6年                                  

謙 鵜2…5…22・3…2・765i6…769・78592・ ・696・…898・ ・6・55・:大 正 ・ 年

三 ・・地 ・・1 5,・・…9・ …6脚 「・7隅 ・4。2・618…1・…1・2・618…!El 9・・9・iii正 ・ 年

 大 興 安 嶺14,000,0SO   -    -5,600,000,0005,600DOO,OCO想   定

                                  

 小 興 安 嶺10,000,0001   -    -3,50θ,000,0001 3500,000,0001同   上                                  

  合 計 ・5,167・5181 -… 」S・135Z,。,。α1ら99嶺,3。!想 定

上記ノ如キ調査結果ハ相當二古キモノ昌シテ 大1E6,7年 ノ朝鮮 ノ森林 ト現今 ノ朝鮮森林

蓄積二顯著ナル差アルヲ思ババ 満洲國森林蓄積IJ"o億石ハ事實上極 メテ過大 ノ見積 リ ト

思ハル 實業部林務司長崖良一氏ハ「満洲國 ノ林野 二就テ」(産 業(康 徳元年度版満洲國大

系(日丈)第15輯,國 務院糖務聴情報虎)ノ 記述中「現在利用サレ又近 キ將來利用 シ得兀森

林ハ主 二 吉奉爾省二鶴 スルモノニシテ 此面積1,300萬町歩 蓄積60鹸 億石二過ギナイ有

様デアル 叉最近吉奉雨省 ノ森林ニツキ飛行機上 ヨリ槻察 シタル所 二依 レバ 散生地帯意

                  一一 8 一
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外 二多 ク 爲 メ ニ蓄 積 モ 約20億 石 ト概 算 セ ラル」 トノ意 見 ヲ焚 表 セ ラ レ タ リ・ 私 ノ機 上

ヨ リ覗 察 セ ル結 果 モ,森 林 アル可 キ所 或 ハ散 生地 トナ リ或 ハ 開 墾 セ ヲ レ タル所 少 カ ラザ

ル ヨ リ見 ル モ奉 吉 爾 省 ノ森 林蓄 積 ガ大iE 4年 時代 ノ2分 ノ1又 ハ3分 ノ1ト ナ ルハ 有 リ得

ペ キ事 ト思 フ・

吹 二 満 洲 國 昌於 ケ ル森 林 ノ特 性 ヲ見 ル 昌 例 ヘパ

南 滞 松 豆 牡 流 域(満 鐵 産業 資 料,其 ノ9,46頁)二 就 テハ 該 地 方 海 抜650米 ノ地 点 ノ想 定 氣 濫

年 挙 均1・5度 叉 該 地 方 一帯 ノ氣 温 ノ李 均 概数 年李 均2・3度 最 高33・8度 最 低 雫 下36・7度 ト

想 定 セ リ,塞 温 爾 森 林 帯 ヲ年 平 均6度 ノ等温 線 ヲ限 界 ス ル モ ノ トス レバ 該 地 方ハ 塞 帯 林

ニ シ テ 北 海 道 北 東 部 千 島 及樺 太 二比 ス可 キナ リ 然 レ ドモ 林 木 成長 ハ 其 暢 茂 期 タル5月

ヨ リ8月 二亘 リ4箇 月 ノ雫 均 氣 温 約17・2度 ニ シ テ樺 太 ヨ リ温 暖 ナ リ 從 ツ テ其 生 長 量 モ樺

太 昌勝 レ 造 林 モ樺 太 二比 シ容 易 ナ ラ ン滞 洲 二於 ケル 夏期 ノ等 温 線 ハ 大 陸 的 特 徴 ヲ有 シ,

海 岸 線 二卒 行 ス ル ガ如 キ感 ア リ從 ツ テ,夏 期 ノ氣温 ハ 北 方 ノ小 興 安 嶺 地 方 モ吉 林 ト大 差

無 キガ 如 シ,大 体 ノ事 情 ヲ按 ズ ル ニ 撫 松縣 ノ600米 以 上 ノ地 ノ夏 期3ケ 月 氣 温 ガ吟 爾 賓 附

近 二匹 敵 スル ナ ラン ト思 ハ ル.然 レ ドモ 林 相 ハ奉 吉 爾 省 ト,大興 安 嶺 地 方 トハ 大 差 ア リ,

之 ガ 主 因 ハ 降 水量 及 立 地 的 ノ關 係 ナ ラ ン ト思 ハ ル(降 水量 ハ奉 吉 雨 省地 方 ハ 年500乃 至

700粍 ナ ル ニ封 シ 興 安 嶺地 方 ハ例 ヘバ 滞 洲 里256.0粍 海 拉 爾308.3粍 昂 々9e427.4粍)

吹 二満 洲 國産 ノパ ル プ 原 木 ヲ求 ムル ニ

 タ ウ ヒ屡 トシ テハ

  エ ゾ マ ツ   魚鱗 松   Picea ajanensis. Fisch,

  テ ウセ ンタ ウ ヒ  魚 鱗 松    Picea obovata Lebeb(Siberian Spruce)

  テ ウセ ンハ リモ ミ 針 縫(魚 鱗 松) Picea Schrenkiana Fisch et Mey.

ニ シ テ 魚 鱗 松 ト総 稻 セ ラル

 モ ミ属 トシ テハ

  テ ウ セ ンモ ミ   (沙 松)(杉 松) Abies holOphylla Max.

  タ ウ シ ラ ベ    (臭 松)    Abies nephrolepis Max.

満 洲 二於 テ杉 松 ナル 名 稻 ハ 廣狭 二様 二使 用 セ ラ レ狭 義 ニハ 沙 松 ト同 一 ト見 ラル ル モ 廣

義 二使 用 スル 場 合 ハ 木 材業 者ハ タ ウ ヒ属 モ ミ屡 ノ材 ヲ絡 稻 シテ杉 松 叉 ハ 白松 ト稻 ス
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斯 ノ如 ク 満 洲 國 二於 テハ,タ ウ ヒ属 モ ミ驕 ノ樹 鍾 ハ 少 カ ラザ ル モ,モ ミ,タ ウ ヒ ノ純 林

ハ 極 メ テ少 シ,今 樺 太 トノ事 情 ヲ比 較 スル ニ 樺 太 殊 二中央 部 以 北 二於 テ ハ塞 帯 林 ノ特 色

ヲ焚 揮 シ エ ゾ マ ツ ト ドマ ツ ノ純 林(100%)ヲ 見 ル,其 普 通 ノモ ノモ1町 歩 當 リ400-5()0

石 ノ蓄 積 ヲイfシ,美 林 二在 リテハo「OO-・600石 ノモ ノ少 カ ラズ

然 ル ニ 満 洲 國 二於 テハ 調 査 報 告 二見 ルモ タ ウ ヒ モ ミ ノ純 林 ハ 極 メ テ 少 ク 而 モ 必 ラ ズ

テ ウ セ ンマ ツ ヲ俘 フ ヲ特 長 トス 私 ノ機 上 ヨ リ覗 察 ニ ヨル ニ

老 爺 嶺 ニハ モ ミ,タ ウ ヒ ノ混 溝 歩 合3-4%二 過 ギ ズ 張 廣 才 嶺 ノ嶺 通 リニ 針 葉 樹40%ノ

所 謂 針 潤 滉鴻 林(1町 歩 當 針 潤 合 シ テ約1000石 位 ト推 定)ヲ 見 タル ノ ミニ シ テ 恰 爾 巴 嶺 ニ

ハ疎 林 ヲ見 ル ニ過 ギ ズ,之 ヲ松 豆 牡 流域 森 林 調査(前 掲)二 見 ル モ,

南 満 松 ●豆 ●牡 ・流 域 全 森 林 ノ面 積

  1,963,864町 歩

ノ総 蓄 積 ハ

  針 葉 樹    608,763,383石

  潤 葉 樹  706,755,227石

  合   言十        1315,518,61⑪zi

昌 シテ此 内 経 濟 上 現 在利 用 シ得 ベ キ立 木 ノ ミヲ算 ス レバ

 金十  葉  枯」       357,299,1 75 'i-i

  潤 葉 樹    334,668,127石

  合 計  691,967,302眉

ニ シテ 之 ヲ直 チ ニ 伐 探 利 用 スル モ ノ トセバ 丸 太 用 材

  テ ウ セ ンマ ツ   129・295・791石

  霧 彫 重発55・638,367石

  タ ウ シ ラ ベ    1⑪,829,525石

  カ ラ マ ツ     8,292,356石

  シ ナ ア カ マ ツ     35,332石

  金十葉 樹(言一1・)       204,091,37不i

  潤 葉 樹    170,071,952石
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  針 瀾 合計    374,163,323石

上記 ノ結果 ヨリ 丸太用材 トシ,テ ウセンモミ,テ ウセ ンタウヒ,タウシラベ ヲ合 スレバ

66,467,892石sシ テ

  ≦彦十難 封(言十)    ノ        93.O%

  針 潤 合計 ノ   17.8%

二相當 ス・

此数字ハ極 メテ 興味アル数字ニシテ 満洲國森林 中 大興安嶺,小 興安嶺 ヲ除イテハ,タ

ウヒ属 モ ミ属 ノ全蓄磧及ビ針葉樹蓄積二到スル構成率 ノ標準 トシテ想定算出二利用ス

ル ヲ得 ン・

而 シテ カカル点 ヨリ見ルニ,満洲二於ケル伐木造材事業ハ樺太 ノ如クパルプ原木 ノミヲ

目標 トスルハ不適當ニシテ テウセンマツ,カ ラマツ其他 潤葉樹 ノ利用マデ考慮スル 多

角的企業 ノ必要 ヲ物語ルモノト云フ可 シ,而モカカル多角的企業 ヲ行 フトスルモ,パルプ

原木 ヲ廣 キ地積 二求 ムル ノ必要ヲ生ズル故 タウヒ蜀 モ ミ属 混溝歩合低 キ点ハ 満洲 ノ

パルプ事業 ノー訣点 ト稻スルヲ得ベシ。

叉満洲國全体 トシテ タウヒ属 モミ薦ノ蓄積 ヲ考慮スルニ 今 北滞洲概槻(満鐵 恰爾濱

事務所 昭和九年版423頁)ニ ヨリ安東商工會議所推定 ニヨル歎字(此数字ハ前述満鐵調

査 ヨリモ遙 カニ少イ)ニ ヨルニ

  森林面積(大,小 興安嶺 ヲ加へ)  28,414,965町歩

  針葉樹蓄積量         3,231,540,000石

  潤葉樹蓄積量        6,145,490,000石

   合    言十                    9,377,030,000石

  立木利用材積         2,857,704,000石

今興安嶺 ヲ含 メル カラマツノ蓄嶺量 約20憶 石ヲ除外セル針葉樹蓄積量ハ

  針葉樹蓄積量  ハ      1,131,540,000石

今 立木利用材積 ヲ55%ト スレバ   523,347,000石

トナル・之 ニ カラマツヲ除外セル針葉樹ヲ前記 ノ率 ヨリ39.0%ナ ル係数 ヲ乗ズレバ(此

数字ガ無條件 二探用シ得ルニハ非ルモ)
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  タウヒ属 モミ屡 ノ利用蓄積ハ 約203,715,000石

トナル 此2億 石ハ極端 二内輪 二見積 リタル想定藪ナルモ 満洲國森林 ヲパルプ原料資源

トシテ考察スル場合 二注意ス可キ歎字 ナリ・

林學博士市河三轍氏ハ満洲國二於ケルモミ及ビタウヒ鵬ヲ16億 ト假定 シ其宇分ハ輕濟上

差當 リ伐出困難 ト見,且 造材歩合50%ト 見倣 シテモ ミ及タウヒ鵬 ノ利用材積ヲ4億 石 ト

想定シタ(日本木材工藝第1巻38頁)

前述 ノ想定数ハ 何 レモ 最モ 内輪二見積 レルモノニシテ 實際見込違 ヒナラバ甚ダ幸甚

ナルモ,利用材積2億 ト云 ヒ5億 ト云フハ 多キ様 二見得ルモ,領有當時 ノ樺太ハモ ミ及

タウヒ腸 ノミニテ恐 ラク,利用材積10億 ハ存 シタルハ明 カナルヲ以 テ,之 二比 スレバ漏洲

國 ノ森林資源ハパルプ原木 昌封 シテハ領有當時ノ樺太 二遙カニ及バザルハ明ナ リト思ハ

ノレ

從ツテ,満洲 二於 ケルバルブ工業 二於テハ ェゾ 及 タウヒ以外 ヲバルブ原木 トシテ研究

スル事バ バルブ事業將來 ノ爲メニ極 メテ必要ナ事デアル・殊 二,針葉樹 ノカラマツガ後

述 ノ様 ニ バルプ トシテ使用 シ得ルニ至 ツタ事ハ極メテ重要ナ試験成績 ト思ハル・

   簗3章  満 洲 國産 タ ウヒ鳩 モ ミ罵原料 木 ノ研 究

著者ハ 樺太産 タウヒ属(エ ゾマツ)及 モ ミ罵(ア カ トドマツ,ア ヲ トドマツ)二就 テ研究

シテ其繊維素含有量,:a一繊維素含有量ガ 敏米産ノタウヒ罵 モミ属=劣 ラヌ事 ヲ明カニ

シタ 叉其等 ヲ原料 トシテ人絹用パルプ製造 ノ場合二於ケル蒸解法 ヲ明カニシタ(國産人

絹用バルブノ將來(林學會雑誌第16巻69(昭9)國 産原木 ト 國産入絹パルプ問題 化學研究

所講演集第4輯43(昭9))人 絹バルブ ノ精細ハ既刊 ノ此等 ノ報文 二譲ル トシ,今 ハ満洲産

パルプ原木 ト樺太産原木 トヲ比較 シ満洲國席原木ノ品質等 ヲ検討 シタイ ト思 フ・

大体 製紙用原木 ト 人絹パルプ用原木 トノ差異ヲ述べレバ,製 紙 用 トシテハ σ・繊維素 ノ

含有量 ノ高イ事ハ望マシイ事デァルガ,総繊維素 ノ含有量 ニヨリ 製紙用パルプノ牧得量

ガ決定セラレル 從 ツテタウヒ嶋 ノ方ガ,牧 得量ハ幾分高 イガ モ ミ蝿 ノモノ ト大差ハ無

イ.

然ル ニ 人絹用バルプ トシテハ,先 ヅ牧得量ハ,σ一繊維素含有量二左右セラレル・故 ニ ー
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般 二σ一繊維素含有量 ノ高 イ タウヒ屡 二比シテモミ屡ハ大分 劣ルモ ノト見ル事ガ至當ヂ

アル・而モ其 σ一繊維素 ヲ17・5%ノ苛性曹達デ30分虞理 シテ其攣質 ノ歌態ナ ドヲ調ペ タ結

果バ カラマツノσ繊維素ナドヨリモタウヒ驕ノ方ガ抵抗力ガ大ヂアル事モ 明力ニセ ラ

レタ・此意味 二於 テタウヒ罵ハ 人絹用パルプ原本 トシテハ 最優デアリモ ミ属モ牧得率

ノ少イ事 ノ訣点ハアルガ,タ ウヒ鵬 二次ギ 之 ノ代用ヲ爲シ得 ルモノヂアル・ 叉爾搾ガ

森林 二混活 シテ居 ル場合ハ,實 際問題 トシテハ製紙業者ハ類別セズ混合使用シテ居ル.

此点 二關 シテ 著者ハ 伐採時二刻印ヲ打チ,網場二於テ 爾者ヲ撰別 スル事 ヲ力読 スル ノ

デアル・第1表 二漏洲産,内地産,樺 太産 ノタウヒ蝿 モミ属 ノ化學分林 ノ結果ヲ示シタ・

      第 1 表  唐檜蜀 縦蜀木材分析表(絶 乾率)

        唐   檜   贋       モ     ミ    騰
試 材

・ウ・】墾。騨 。騨 松騨 … 隣 癖 ぎ鷺 脇/・ 松臭 松

産 地}内 地 鰍 睡太1綱 酬 内地1内副 内副 駄 陶 挿 洲}的洲

分析 矧 高劇 碕 碕1赫 赫 融!高 坂 淋 碕 石崎瞬 睡

1水  分 一 」.」 一 一 訓 一 一  一 一 } 『 
アル コ_ル                 1

2ベ ン ゼ ・抽2,751・892,241,672,CO 1,85i 3,22]1,923・203,4C 5,38i 5,16

 出物                     1
・1幕aO賜11・4115・ ・214・7314・1914・ ・213・ ・5i 1・・81116・ ・614…16・ ・215・4514,Y

4熱 水 可 溶 物 1,69 1,841ろ58 7,99 5,45 1・57i 3,06 4,01 3,93 5,51 5,95 3,56

5冷 水 可 溶 物 1,35 1,20 1,09 2,57 1,65 0,63 1,50 2,81 2,63 3,74 4,85 1,26

6杢 繊 維 索57・8259・5458・8159.9661・4256・2747・79.60,8557,4556,7055,5155,97

7a一 繊 維 素42,1248,8346,6633,9436,9240,2029,6733,3732,2331,7832,123〔),39

1灘 萎1隻;1圃1・2611:1;1鍔1紫 罪:1朧}・S・22i}…21;謬}・5…
                      
10リ グ ニ ン27,0826,4729,9227,9730,4028,78130,1428,8828,7629♪8630,0630,05

11ジ ン ト →8・9814・45[ 15・1012・3112・22'2,1911・17i聯9・3911・659・9714…

12マ ン ナ ン 4,42 6,92 6,85 6,G5 8,41 3,64 4,1914,28 7,16・5,49 6,99 6,22

13ガ ラ ク タ ン 0・58 0β5 0,75 0,71 0,62 0,28 0,69 0,27 0,78 0,24 0,34 0,88

・裕 ミ
ーk lk l3,9721,721脚 ・19,・821,2516,11i 15,6816,・417,3317・3817,3・21・6・

           1
15CH・04・60?・1215・465・965・834,885・135・SO 5・485S25・315・84

】6窒  素 0,09 0,07 0,10 0,05 0,07 0,09 0,10 0,14 0,12 0,120,05 0,06

17粗 蛋 白 0,60 0A5 0,67 0,310,46 0,590,610,89 0,75 0,720,310,38

18茨     分   0,34  0,29  0,33  0,57  0,22  0,461 0,36  0,44  0,49  0,51  0,34  0,47

19{器 ・ユ・・16・9819,318,315・2q14・ 姻6・96117・031 15・7919・019・516・6】14・97
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本表 ノ魚鱗松ハエゾマツ ト思バレルガ,樺 太産 ノエゾマツニ総繊維素 二於テハ劣 ラヌガ

π一維素含有量二於テハ相當二劣リ モ ミ驕ヨリ梢好イ ト云 フ結果 ニナツテ居ル 然乍 ラ其

a繊 維素 ノ苛性曹達溶液庭理二封スル抵抗力ハタウヒ属タル ノ貫轍 ヲ示 シカラマツノソ

レヨリモ遙カニ好イ 叉 人絹用バルブノ製造試験 ヨリ云 フモ,歩留ハ樺太産 二劣ルガ,製

品 ノ品質ハ劣 ラヌ ト云フ結果 ヲ示 シテ居ル・

沙松(テ ウセンモ ミ)臭 松(タ ウシラベ)ハ 先ヅ樺太産 ノアカ トドマツ アヲ トドマツ ト同

債値 ト見ラレエゾマツニハa一繊維素二於テ遙カニ劣ル ト見ル事ガ出來ル・内地産シラベ

ガα一繊維素含有量40%デ モミ厩中最優 ノ成績 ヲ示 スノハ注目ス可キ事デアル・満洲國産

タウヒ属 ノ蒸解試験ハ既 二磯表 シタ(本文ノ終 二記載)

要 スルニ満洲國産 ノ魚鱗松ハ今日迄 ノ試験デハ樺太産エゾマツニ封 シ製紙用パルプ トシ

テハ大差ナキモノガアツタ爲メニ 林業勢働賃金始メ 諸式 二於テ事攣前二比シテ非常ナ

騰貴ヲシタ計算 トナリ木材業者二取ツテハ反 ツテ不利 ヲ來 タシタ ト聞イタ・即 チ満洲國

幣 ノ騰貴 ト官帳(吊)計 算デアルガ爲メニ 林業勢働賃金其他ガ暴騰 シタ結果 トナツタ.

此点ヨリ云ヘバ幣制ノ確立ガ 木材業 パルプ事業等 ノ成立ヲ梢不利ナラシメタ ト云 ヒ得

ノレ 。

次 二山林及林業,木 材業等 ノ沮視二關スル問題デアル・奮政時代 ニハ立木代金 ノ外 二種

々ノ名義 ノ直接國税及地方税 ノ賦課 ヲ受ケタ爲 メ 苛視 ヲ負憺 シタ事 ニナツタ 然ルニ新

政府二於 テハ左記 ノ2種 トナツタ

 1.立木代金(木 代金)ハ ルビン,吉林等ノ市贋ノ ー器
    サンジヤン

1・木視(山 扮)  ハルビン・吉林等 ノ市贋 ノ 孟

而 シテ 立木代金ハ各地 ノ森林事務所扱ニシテ實業部 ノ牧入 トナ リ 木税ハ直接國税ニシ

テ木税税指局扱 トナル

更 二暫定的 二 警備費ガ徴牧セラル・之ハ地方事情 二依 リー定セザルモ 吉林二於テハ木

材1石 當 リ約5銭 デアル・

林務司關係者ハ此等 ノ税ハ事攣前 ノ羅多ナ地方税 ノ総額 ヨリ見テ 可成 ノ減税 ニナツタ

ト主張セラルルモ ー面民闇 ノ木材業者ノ言 二依 レバ 事攣前 ニハ伐出木材 ノ材積 ノ評贋

二於 テ習慣的ナ低位評頂ガアリ 新政府以來 ノ方ガ結局 二於テ減税サレタ事 ニナラズ 寧
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ロ増税セラレシ結果 トナツタ ト主張 シテ居ル.

此様ナ事情ガ反映 シタ結 果 ト思フガ 今同 ノ族行二於 テ豫想外ナリシバ 各地 ノ木材ガ

何 レモ内地 樺太二比 シテ原木高デアルー点デアル.

今ハルビン着 ノ市憤ハ

  紅松(末 口1・3尺,長サ24-33尺)100石 當 リ700-800元

  杉松             100石     600元

叉吉林 二於テ木材業 者二依 リ知 リ得 タ点ハ

  100石 建 貨車積(稜逡騨渡シ)      ))0-30U元

    木代金                 125元

    木税                25--30圓

    警備費                 5圓

    諸経費 金利 保管料           3・5圓

  合計

    吉林市贋(杉松建築材料)      465-o「 80圓

此等ハ 建築用材贋格ナルモ パルプ原木 トシテモ工場着 日本金ノ500圓以下 トハ思ハレ

ヌ.

然 ラバ將來二於テモ 原木代 ヲ 廉慣ナラシムル事不可能 ナリャ ト云ヘバ幾分力安贋ニ

スル途ハアル ト思 フ・現在 二於 テハ 林場櫨ヲ有スル 大同林業事務所 ニテモ 所謂把頭渡

シノ伐木造材 ヲ行 ヒツツアル.此 把頭渡シバ 市場煩格 ヨリ逆算 シテ 木材業者 トシテノ

豫定便格 ヲ把頭 二講負ハ シメル把頭ハ伐木造材 ノ講負人夫頭 トモ云 フ可キモ ノデアル.

將來大規模 ノ伐木事業ガ行ハレ 叉警備費 ノ必要ナキ時代 トナレバ100石 建=ツ キ】00圓

位ハ最良 ノ場合ハ低廉ナラシメル事ハ可能 トナルト思 フ・ カカル時期 二至スレバパルプ

原木 トシテモ有利 ニナル ト思ハル,然 乍 ラ現歌二於 テハ パルプ原木製産地條件 トシテ

ハ 満洲ハ 樺太 二遠 ク及バナィ.

   第4章  満 洲 昌於 ケル製 紙 蛇=バ ル ブ工業 ノ現 在及 計 童

滞洲國 二於ケル採木事業 ノ現状(昭和7年)ハ
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  鴨緑江材            1,218,188石

  吉林材            741,980石

  間島琿春材           345,580石

  北満材(昭6)           505,000石

   計              2,810,748石

之 ヲ 本邦 ノ木材需要額7000萬 石 内 輸入額1000萬 石 二比 スレバ 満洲國ノ伐木事業ハ未

ダ微 々タルモノ ト云ハネバナラヌ

次 昌製紙事業ノ現歌 ヲ見ルニ近代的 ノ大規模ナ事業ハ 鴨緑江製紙(年 産 パルプ12・000噸

紙類8・o"OO噸)ノ ミデ満洲製紙(年産 紙類800噸)撫 順製紙(紙 類年産900噸)六 合成紙廠

(紙類 年産800噸)ハ 之 二次 グ ト云 フ状態デアル・

然乍 ラ 本邦 ノ森林資源ハ將來ノ樂観 ヲ許サズ滞洲或建國以來,各 方面 ノ事業會肚事業家

ガ・パルプ及ビ製紙會杜 ヲ計書 シテ劇烈ナ競願 ノ内撰揮 サレ 合同,整理 ヲサレテ 淺ツタ

モノガ(紙業雑誌第29巻 第9號290頁(昭9))

 1・東満洲人絹パルプ

    資本金            1,500萬圓

    關係者            大川系其他

    豫定匠域          豆満江流域及松花江上流

    年産能力           人絹用パルプ4萬 噸

 1.満洲パルプ工業

    資本金            1,500萬圓

    關係者            岸和田紡績及大 日本 ビール

    豫定匝域           松花江流域

    年産能力           人絹用パルプ  15,000噸

                  製紙用末晒パルプ6,000噸

 1・共榮企業

    資本金            2,000萬圓

    關係者            王子製紙及東洋 レーヨン
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    豫定匠域           牡丹江流域

    年産能力           人絹用パルプ4萬 噸

 1.日満パルプ

    資本金            500萬圓

    關係者            日本毛織及東洋紡績

    豫定匠域           豆満江流域(?)

    年産能力          未  詳

以上 ノ4大 パルプ事業ハ 森林調査 ノ結果 ヲ待ツテ正式 ノ事業認可 トナルモノデアルガ

東満バルブハ自杜軍猫 デ調査 ヲ進 メ 他 ノ3肚 ハ帝國森林會二其調査 ヲ委囑シ 同會ハ三

浦伊八郎博士ヲ主査 トシテ本夏以來航室爲眞ニヨル林相調査 機上覗察 ヲ行ヒ,猫 今冬

ハ現地踏査 ヲ行 フ計書デアル.

調査 ノ結果ハ爽表サレナイガ・満洲國二於ケルバルブ事業二就テハ 極端ナ悲観読モ行バ

レルガ 私ハ パルプ原本モ相當量ハアル ト思フ・唯其等ハ比較的奥地又ハ交通蓮輸昌困

難ナ地方ニアルノデ 樺太二於ケル程 ノ有利ナ條件=ナ イ ト思 ブ・3ζタウヒ薦 モミ罵二

就 テ 私ハ蓄積量ガ案外少イ ト想定シタガ,現 在ノ4大 パルプ會杜 ノ工場 トシテハ,4萬

噸工場 ノ資材 二15年間位供給 シ得ル材ハ 充分ニアル ト思 フ・然乍 ラ モ ミ及 タウヒas =

ノミニ頼ル トナレバ 満洲國ハ 飴 リ有力ナ給源 トハ云ハレナイ.此 意味二於テ タウヒ

属モミ属以外 ノ樹種 ヲ バルブ原料 トスル化學的研究ガ必要デアル所以デァリ バルプ化

學者 ノ活躍 ス可キ時期ガ到來 シタ ト思フノデアル・

   第5章 モ ミ麗及 タ ウ ヒ属 以外 ノ樹 材 ヲバ ル ブ

         原 木 トスル研究

モ ミ及 タウヒ属以外 ノ林木ニテ 先ヅ問題 トナルノハ 満洲國二於テ20億 石 ト云バレル

落葉樹デアル

落葉松ハ 満洲國 ニハ

  テウセンカラマツ 黄花松 Larix dahurica vav. Principis-Ruprechtii Ret. W.

  ダフリカカラマツ 黄花松Larix dahurica
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外 二 満洲樹木名稽表(満 鐵農務課 昭和4年 版)ニ ヨル ト

  シベリアカラマツ Larix sibirica Ledeb.

ガアル

満洲國=於 テハ黄花松材ハ,債 格ハ 杉松 ノL2割 高デアル 然 シ乍 ラ,目下使用セザル末

木 ニテ 猴 パルプ用材 トシテ使用可能 ト見ラルル部分モア リ 又 造林モ極 メテ容易デ北

鮮 二於 テハ天然下種又バー年生造林 ニテ非常ナ成果 ヲ畢 ゲテ居ルニ依 ツテ見ルモ之ハ満

洲 二於ケル造林樹種 ノ第一位 ニモ推 ス可キモノト思フ.換 言スレバ黄花松 ヲパルプ原木

トシテ使用スル事ハ,當面 ノ問題デアリ且 將來性 ノアル問題デアル・

著者ハ 落葉樹 ノバルブ原木問題ハ 既 二樺太二於テモ重要デアルノヲ認メ研究 ヲ進 メタ

本邦 二於ケルカラマツバ

  グイマツ     樺太落葉松 Larix kamtschatiCa

  シコタンマツ   千島    Lkurilllesis

  カラマツ     内地落葉松 L・leptolepfs, Gord・

ヲ画別スル事ガ 出來ル 著者等ハ此等 ノ化學成分ヲ研究シ 且 クラフトバルブヲ製造 シ

且 之 ヲ人絹用パルプ トシテ使用シ得 ルヤニ關シテ試験中デアル(詳 細ハ 人絹パルプ用

材並 二人絹用パルプ ノ研究第3報 樺太産,内 地産 及 満洲國産落葉松 ノ化學成分・第4

報樺太産 及 内地産落葉松の蒸解試験,繊維素工業第10巻 第6號148(昭9))

其主要ナ点ヲ述ブレバ

タウヒ鵬 ノ場合 ト異 リ 全繊維素含有量及ビβ一繊維素含有量ハ 樺太産落葉樹最 モ劣 リ満

洲國産黄花松 最 モ優レ 内地産ハ中間二位ス(絶 塁」乾燥材 二封スル百分率)

          全繊維素    σ織 維素

  樺 太 産    48.26    30.54

  内 地 産    53.04   32.96

  満洲國産      53・11     34・54

此結果 ヲ見 ルニ 全繊維素 げ繊維素 含有量共二 満洲國 ノ黄花松ハ魚鱗松二劣ルモ・沙

松,臭 松 二和劣ルモ 略匹敵ス 而モ,黄 花松ハ容積重大デアル故1立 方米宛 ノバルブハ

モミ属ヲ梢凌賀シ タウヒ蜀二匹敵スル ト云フ結果 ヲ示 シテ居ル・
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但淺念ナ事ハ α一繊維素 ノ性質ハ落葉樹 ノモノハ タウヒ屡ヨリ 苛性曹達 二封 スル抵抗

力劣 リ 且 パルプハ 粘度ガ低イ ト去フ結果 ヲ示 シテ居ル 然乍 ラ此ハ蒸解方法ヲ改良 シ

テ行ケバ モ少シ優良ナモノヲ得 ラレル ト思ツテ居ル・

當面ノ問題 トシテ 落藁樹ハ蒸解方法 ノ僅カノ改善ニヨリ クラフトパルプ 亜硫酸バル

ブ ノ原木 トシテ使用シ得ル事ハ明カヂアル 之ハ満洲國一パルプ原料問題 トシテハ有力

ナ知見 ト思 フ・

猫 紅松 テウセンマツPinus koraiensis S. et z 二關 シテハ 目下 研中デアルカラ後

日焚表スル筈 デアル.

   第6章  結   論

満洲國二於ケル森林 ヲパルプ原木 ノ資源 トシタ場合 二就テ調査 ノ結果 ノ結論 ヲ述 ブレバ

 1・満洲國ニハタウヒ及モミ屡 ノ純林ハ少ク,且 混清林$テ モ混清歩合低 シ,(滑海洲寄

  リニ於 テハ純林二近キモノアル如 シ)

 2.而 シテパルプ原木モ 目下二於テハ 案外 二高債ナリ.

 3・從ツテ パルプ原木 ノ給源 トシテ 本邦 ヲ主体 トシテ考慮スル場合 満洲國ハ樺太二

  及バズ、

 4・カカル観点 ヨリ見テ樺太 二於ケル造林問題 ヲー暦主覗スル要アリ・

 5・パルプ原木給源 トシテノ満洲國 ノ彊味ハ其面積大ナル点ナリ.

 6・満洲國二於 ケル毛 ミ及タウヒ囑 ノ利用材積ハ2億 乃至6億 石 ト云 フ程度ナル故將來

  ノ問題ハ樂観 ヲ許サズ・

 7・然ル ニ落葉松 ノ蓄積ハ利用材積ハ約10億 石ニシテ造林モ遙 カニ容易ナ リ.

 8・著者 ノ研究室 ノ研完 ・・依 レバ落葉松パルプハ製紙用ハ確實ナルモ更二人絹用 トシテ

  利用ス可 キ問題 ヲ考究中ナリ.

 9・人絹rllパルプ トシテハ魚鱗松ハ樺太産エソマツ=歩 留ハ劣ルモ品質ハ優劣ナカラン

 10.沙 松 臭松ハ樺 太産アカ トドマツ,ア ヲトドマツニ劣ラズ・

 11・將來ハ満洲國産落葉松(黄 花松)ヲ 人絹用パルプ トシテモ利用可能ナル様研究ス可

  キナリ.
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猫 著者研究室二於テ満洲材研究ノ既刑報文左ノ如 シ.

 1・國産人絹用バルブの將來         林學會雑誌第16號(昭9)69

 2・人絹パルプ用材の研究(第2報)

  漏洲國産魚鱗松及び杉松の研究       繊維素工業第10巻 、92(昭9)

 3・人絹パルプ用材並に人絹用パルプの研究

  第3報 樺太産,内地産,及満洲國産落葉松の化學成分

  第4報 樺太産及内地産落葉松の蒸解試験 織維素工業第10巻148(昭9)
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          調査報告篶二部 (昭和9年9月27日)

        満洲國林業 二關スル私見概要

              京 都 帝 國 大 學 教 授

                農學 博士 志 方 盆 三

① 國有林 ヲ統 一 シ牧支 ラ特別 會 計 卜爲 ス可 キ事

 満洲國森林利用 二關 シテハ之 ヲ4匠 域二分チテ考慮スルヲ便 トス

 1・吉林森林………主 トシテ南満本邦拉楡出用,用材,製 紙虹人絹用バルブ原料 トシテ使

  用ス可キモ ノ.(最モ最初二利用セラル可キモ ノ)

 2・小興安嶺森林

  北満拉輸出用原料(用 途前掲 トシテ第2期 二利用セラル可キモ ノ)

 3・大興安嶺森林

  満洲國拉 ニロシアへ楡出スベキモ ノニシテ,運 賃其 他ノ瓢 二特別 ノ便宜ヲ與ヘシ場

  合海外楡出可能ナルモノ,第3期=利 用セラル可キモ ノ

 4・熱河省地帯

  省内 ノ需要ダニ充 シ得サル地帯ニシテ今後迭林 昌相當 ノ資本 ヲ投ズルヲ必要 トスル

  モ ノ・之ハ造林面積大ナル故造林費ハ多額=要 ス可キモ高級ナル資材 ヲ除キテハ30

  年後ハ省内ノ需要 ヲ充スハ勿論,速 カニ造林セハ,省外移出モ可能 トナルモノト思惟i

  セ ラル

  依 ツテ初期 二於 テハ主ナル森林牧益ハ吉林材二仰ク可 ク他 ノモノ殊 二熱河省ハ亘額

  ノ投資 ヲ必要 トス可 シ,此 等 ノ諸關係ヲ考慮スルモノトセバ満洲國林業ヲシテ安定

  ナル資源 ト化 セン爲ニハ牧入支出ヲ特別會計 トシ,熱 河省ノ造林 ノ如キハ他 ノ租挽

  牧入 ニヨラス吉林省等 ノ牧釜 ノー部ヲ以テ支耕スル ヲ合理的ナリトス,而 シテ林業

  確立ノ後牧入 ノー部 ヲー般會計 トスルヲ適當 トス,要 スルニ官螢ノ林業 トスルモ牧

  入 ヲー般會計 二於テ消費 シタル場合ハ荒慶ヲ冤レズ,殊 二熱河ノ如 キハ永遠 二緑化

  スル事困難ナ リ・

② 森 林樹 種 撰 定 二闘 スル件
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 特殊高級材造林ハ最モ望 シキモ大勢ハ吉林 二於テハ紅松,魚 鱗松,杉 松 ヲ主 トス可ク,

 他 ノ地方二於テハ上記 ノ外アカマツ,カラマツ,ク ロマツ等 ヲモ重覗 スル要 アリ

 殊 ニカラマツハ最近 ノ研究ニヨリテバルブ用材 トシテモ充分利用慣値アルヲ明カニセ

 ラレタルニヨリ,一 暦主要ナル地位 ヲ占ム可キモ ノトス,叉 無立木地 ノ造林ハ困難ナ

 ル ニョリドロ,ヤナギ,カ ンパ,ニ レ等 ヲ使用スルヲ便 トス

β)熱河 省林 業 昌關 スル私 見概 要

浦洲國林業 二於テハ熱河省ハ特別 ノ立場 二在 リ,自ロチ他省二於テハ相當ノ森林資源 ヲ有

スルニ反シ本省ハ,園 場附近 ・於 テ約五十萬石(?)ト 推セ ラルル森林其他歎箇所 ヲ除イ

テハ纏 リタルモノヲ有セズ

叉山野 ノ荒慶著シク,熱 河省ノ農業開爽 ノ第一歩ハ造林 二依 ル緑化 ニアリ トハ衆ロノー

致セル所ナルヲ見ルモ造林ノ重要性 ヲ認ムルヲ得ヘシ,然 ルニ省経濟ヲ考察 スルニ多額

ノ造林費 ノ支出ハ容易ナラザルモノアリ之前述 ノ國有林牧支 ノ特別會計案 ノ出ルー理 由

ナ リ,而 モ國有林事業 モ林業事務所新設等多額 ノ支出ヲ飴儀ナクセ ラルル見込ナルニヨ

リ更二鐵路総局ヲ始メ,省 政府,縣 公署,及 地方公共團体 ノ援助ヲ必要 トス

1・熱河省無立木地 ノ類別

 熱河省 二於ケル無立木地 ヲ類別スルニ

  A.古 生層虹火山岩 ノ荒慶地

   之ハ山頂其他奇峰 二認メラレ,山 骨露出シテ寸土 ヲ止 メサルモノ(之 ハ造林至難

   ナ リ)

  B・ 中生暦第3紀 層第4紀 居

   風化極 メテ速 カナルニヨリ,崩 壌 シツツアル所ナルモ,表 土 ヲ淺留セルモ ノ,之

   ハ豫期セルヨリモ造林容易ナリトノ感銘 ヲ受ケタリ

  C・ 河川 ノ洪水敷蛙滑岸地方

   之ハ ドロ,ヤ ナギ ノ類ニヨリテ比較的容易二造林可能 ニシテ,民 間 二於 テモ相當

   造林 ヲ開始セルモノナリ.

2・熱河省二於ケル現在樹種
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 熱河省ノ廣大ナル地積 二於 テ原生林 ヲ止 メス(或ハ園場奥地 二在 リト傳ヘラルルモ)途

 二之 ヲ見ル機會 ヲ得サルハ甚ダ遺憾 トス,而 モ各地 二散見スル樹種 ヲ墨 クレハ,在 來

 ヨリ存スルモ ノトシテハ

   ドロヤナギ,ヤ ナギ,ク ロマツ,ニ レ

 ヲ最モ普通 ノモ ノトシ,他 ノモノハ散在スルニ過ギズ,其 ノ主ナルモ ノハ

   エンジユ,サ ンゴジユ,ナ ラ,ク ルミ,ナ 、カマ ド

、渡來樹種 トシテハ

   ポプラ,ア カシア

 ナ リ

斯 ノ如 ク極端 二樹種 ノ数少キ原因ハ

 1・氣温(殊 二冬期)關 係

 2・降水量 ノ寡少

 3・人爲的關係(燃 料敏乏等 二於テ下生及草 ノ刈取等)

昌求 ム可 キモノト思惟セラルルモ,其 ノ天然的條件 ニノミ依ルモノ トセバ今後 ノ造林樹

種決定 ニハ大イニ考慮ヲ加フ可キモノトス

按 スルニ冬期 ノ最低氣温 二依 ツテ見 レハ北海道 ノ高地及樺太 ノ南部 二比ス可ク猴多鍛 ノ

樹種 ヲ豫期 シ得ベシ,結 局降水量 ノ寡少 ト人爲的原因二依ルモ ノト思ハル

極 メテ注意ス可キハクロマツ(マ ンシウ)ノ 分布 ニシテ,ク ロマツハ朝陽一遼源間及遼

源一熱河間ニハ到ル所 二散見セラルルモ朝陽一赤峰間 ヲバ大青山 ノ山地 ヲ界 トシテ西部

ニハ認 メ得ズ,換 言スレバ

熱河省南部及東部 二存 シ,蒙 古地帯近接 ノ北部及西部二認 メ得ザルナ リ之 二關シテハ人

爲的原因モ考慮セラルルモ,易 キ昌就ク満洲國人殊 二漢民族 ノ性向ヨリ考へ,天 然的

立地的關係二依ルモノト考慮セラル,故 二造林 二當 リテ,ク ロマツノ分布ハ考慮ス可キ

重要項 目ナリ

3・造林 ノ方針

 熱河省ハ土地 二關 シ蒙古王旗 ノ複雑ナル關係アルモ,之 ハ適當二解決スルモノト假定

 シ,官 有地 トシテ立案セントス
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 熱河省森林ハ経濟林 トシテ軍ナル投資封照物 トシテ考慮スルニ不穏當ナ リ

 治水,防 砂,防 風等 ノ諸目的ニツキテ農業工作 ノ先駆ナリ

 第2ノ 難鐵ハ放牧地及山地鞍部,急 傾斜地 ノ農耕地 トノ關係ナ リ,之 ハ速 力=畜 産 ト

 ノ關係ヲ考慮 シテ決定ス可キ問題ナルモ造林地ハ

  山腹急傾斜地虹豪地 ノ周邊

  地隙及河水澹岸ニシテ,場 合 ニヨリテハ綾傾斜地使用 ノ必要 ヲ生ズベシ

 造林地 トシテ治水 ノ立場ヨリスルモ

  南部及東部地方ハ良好ナル造林地ナリ,北 部及西南部ハ水分訣乏ナ リ叉隔年來ル早

  害 ノ問題アリ.前 記諸地方ヨリ相當困難ニシテ,相 當多額 ノ造林費ヲ要ス可ク,造

  林面積ハ梢制限セラル,河 川洪水敷 及滑岸地方ハ熱河省全部 ヲ通 シ植林容易ニシテ

  殊 二,赤 峰沿線地方二民間二於 テ,相 當 ノ地積ハ既 二造林地 ヲ見ル昌依 リ治水ヨリ

  必須ニシテ,叉 経濟林 トシテモ成立可能ナルヲ示 スモ ノナリ

4・造林樹種

 南部及東部 ノ山地二於テハ針葉樹 ノ造林ヲ主 トス可キモ ノニシテ

   マンシユツクロマツ(現 存)ド イツアカマツ,パ ンクシアマツ(Gray pine)マ ン

   シウカラマツ,テ ウセンカラマツ

 但量害等 ノ危瞼アリ澗葉樹林帯 ヲ設 クルハ必要ナラン

 澗葉樹 トシテハ

   ドロノキ,タ チヤナギ,ナ ラ,ア カシア,ポ プラ,シ ナノキ,ニ レ

 等ヲ主 トシ,砂 防及肥飯化ヲ目的 トシハゲシバリ,イ タチハギ等ヲ混清スルヲ妨ケズ

 (ハゲシバリニ就テハ猶試験ヲ要ス)

5・造林方法                         .

 急速 ニシテテ且立地關係試験 ノー方法 トシテハ航室機 二依ル種子撒布モー方法ナレバ

 考慮ノ便値 アリ,之 ニヨリ廣汎 二焚芽状態,活 著欣態 ヲ見ルハ極 メテ有意義ナリ

 針葉樹ハ主 トシテ播種虹苗木造林 トシクロマツハ現存母樹 ノ周園二柵 ヲ設 ケテ稚樹撫

 育 二依ルハ安全 ニシテ確實ナル方法ナリ

 潤葉樹 殊 ニ ドロノキ,ヤ ナギハ
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 第1期 二於テハ挿木及埋條,埋 幹造林 ヲ可 トシ,猫 極 メテ多量 ノ種子探取ガ可能ナル

 昌依 リ,航 室機 ニヨリ豫備的探種試験ヲ行ハン事 ヲ提案ス

6.特殊樹種 ノ造林

 熱河省 二於テ経濟林育成ノ目的 呂封 シ試験スペキ種類 トシテ左記 ノ樹種 ヲ考慮 ノ要ア

 リ

  A・ アベマキ(樹 皮ヲコルク代用 ノ目的)

  B・ ハゼウルシ及ウルシ

  C・ 栗(材 及果實)

  D・ クルミ(材 及果實)

  E・ 油桐

犠黙河省呂楚ケル林産物需給ノ關係

 熱河省 二於ケル材産物需要ハ,少 ク トモ最近10年 ハ移入昌依 リ充タサルヘシ,其 ノ主

 ナル用途ハ

  1,建築用材

  2・棺  材

  3・鑛 山坑木

  4・鐵道用材

  5・炭  材

 ナ リ,而 モ日人ノ移佳及鑛業,工 業 ノ獲達 二依 リ其 ノ需要ハ漸増ス可 シ,故 昌熱河省

 ノ造林ハ將來 二於 テモ需要大ニシテ販途 二悩ム恐 ナシ,而 シテ多量 ノパルプ用材(ド

 ロ,ヤ ナギ)ヲ 利用シ得ル時期ハ之 昌充當ス可キモ ノナ リ・

(41鐡路 織 局 昌劃 ス ル 希望

熱河省 昌於ケル造林 ノ問題ハ官行造林 ヲ主体 トスルモ,総 局自体 ノ建築用材,枕 木,電

柱材 ヲ自給セン事ハ合理的 ノ方法ナリ・殊 昌滞洲國ハ建國 日街淺 ク事實上熱河省造林 二

着手 スルハ容易ナラズ ト思惟ス,依 ツテ熟河省緑化ハ省,縣 公署,教 育機關 ノ協力ヲ必

要 トスルモ最モ實行力アル鐵路 聰局 二於テ,鐵 路用造林地 ヲ設定 シ,造 林 ヲ行 フ事ハ熟
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河省開獲 ノ上 ヨリ極メテ緊急ナル事項ナリ

其 ノ第1期 事業 トシテハ

 1・現存苗圃施設 ノ鑛大及増設

 2・愛護村 ヲ主 トスル種苗 ノ配布

 3:鐵路用造林地 ノ設定

 4・鐵道 ノ安全・土砂止 ノ必要アル地匠 ノ造林及滑道=於 ケルヤナギ,ド ロ並木植林

ヲ行フ事ハ熟河開獲ノ第一歩ナリ・
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         調査報告第三部 (昭 和9年12月10日)

      満 洲 國 二於 ケ ル新 繊 維 作 物

      ケ ナ7二 關 ス ル 調 査

              京都 帝 國大 學 敢 授

                農學博士 志 方 盆 三

日満経濟プロツクヲ基調 トスル 満洲國開磯 二當 リ 工業方面ハ統制 ヲ行 ヒ易キモ農業方

面 二於テハ 利害 ヲー致セシメン事ハ相當二考慮 ヲ要ス 然 レドモ農業方面 昌於テ比較的

本邦産業 ト調和 シ易キモノヲ求 ムル ニ繊維作物ヲ第一二學グル事 ヲ得 繊維作物 ト難モ

亜麻ノ如キハ北海道 並 二 朝鮮 二於 ケル亜麻栽培 ト競孚 ノ立場二在ルヲ冤 レズ・棉作 昌

於テハ,之 二反 シ南鮮 ヲ除キテハ利害 ノ衝突少ク 而モ本邦紡績二於テ莫大 ノ需要アリ推

賞ス可キ作場 ナリ・然 レドモ棉 二就 テハ既 二調査研究ノ進 ミタルニヨリ 著者ハ 新繊維

作物 トシテ調査 シタルケナフニ就テ述べン・

ケナフニ關 シ極メテ推賞ス可キ点ハ満洲二於テ如何呂ケナフヲ奨鋤 スルモ本邦ノ農民 ノ

墜迫 トナル恐無キ点ナ リ.

元來著者 ノ織維作物二期待 ヲ有 スル所以ハ本邦 ノ各種 ノ繊維工業ガ今後釜々磯展ス可キ

運命 二在 ルモ生懸,人 絹 ヲ除ケバ原料 ノ大牛 ヲ輸入二仰グ現歌 ニアリ,依 ツテ繊維工業

稜展 ノ安全 ヲ圖ラン トセバ 原料2供 給 ノ確保スル必要アリト認ムル故ナリ・

其最緊要ナルハ棉作ナルモ 棉 二關 シテハ:既 二満洲棉花協會 ノ設立成 リ 在來棉 二封 シ

テ陸地棉殊二關農一號 ノ普及奨働 ヲ行 ヒツツアリ,而モ満人農民 モ 昨年 ノ費却成績ノ凪

好 ナリシ關係上,本 年ハ關係官聴側 ノ豫想セル以上ノ成績 ニシテ20ケ年30萬 町歩計書ハ

所期年月ヲ要 セズシテ實現セラル可キ見込ナルニヨリ蕪 二論ズル要無シ・

其他 ノ繊維作物中主要ナルモノヲ墨グレバ,

一

  亜 m繍 知 磁i Flax  L・num u,i、。ti、,m。m,・L
       シエンマ

壽 臓 輔 子幅_慧 瓢1』_
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今,奉 天吉林黒龍江三省 ノ繊維作物 ノ生産高ヲ畢グレバ(昭 和8年 度満洲國農業統計大

同2年 版)(軍 位殖)

  
  

  

  

亜 麻ハ 北 満 二於 ケ ル有 望 ナ ル作 物 ニ シ テ,ハ ル ビ ン ヲ中心 トシテ 稜 展 ス可 キ モ ノ ト思 ハ

ル 之 モ 満 洲 國 二於 テハ製 線 工 程迄 トシ 以 下 ノ加工 ハ 本 邦 二於 テ 行 フ ヲ適 當 ナ リ トス

以 上 ハ繊 維 工業 原料 トシテ本 邦 二輸 入 加 エ ヲ 目的 トス ル モ ノナ ル モ,猫 藏 二新 作 物 トシ

テ學 グ 可 キ ハ ケ ナ フ ナ リ,ケ ナ フ ニ於 テハ 事 情 他 ノ繊 維 作 物 ト異 リ 満 洲 國 二於 テ生 産

シ之 ヲ奉 天 若 クハ 大連 二於 テ加 エ セ ン トスル 点 二於 テ他 ノ繊 維 作 物 ト異 リ タル 關 係 二在

リ

今 ケナ フ ニ關 スル 稻 留帯 刀 氏 ノ報 文(満 洲 の農 業 第5巻9號(昭8)満 洲 農 學 會 報 創 珂 號

99頁(昭9))ニ ヨ リテ 記 述 スル ニ

  ケ ナ フ ハ Hiblscus cannabinms L.

ニ テ ア フ ヒ科7ヨ ウ囑 ニ シテ 印度 二於 テハ

  Deccan llemp, Bombay hemp, Ambari hemp

ト稻 シ ドイ ツ語 ニテ

  Gambohanf   Dekkan Hanf

ト稻 セ ラルル モ ノナ リ.

公主 嶺 農 事試 験 場 二於 テハ タシ ケ ン トヨ リ種 子 ヲ取 寄 セ タ ル タシ ケ ン ト18號 他 二台

湾 ヨ リ將 來 セ ル

  ナ ジ ヤ ド紅 ナ ジ ア ド青種 マ ドラス 紅 及 青 種 プサ 種 墓 農 種 圓葉 種 ナ リ

公 主 嶺 農 事 試 験 場 二於 テ 採 種 圃 ヲ設 ケ 各 地(例 ヘ バ挑 南,克 山 ノ如 キ地 方迄)二 於 テ

試 作 中ナ リ.然 レ ドモ,挑 南,克 山 二於 ケル 成績 ヲ聴 聞 ス ル ニ 殊 二克 山 ノ如 キハ 採 種 困

難 ナ リ トノ事 情 ア リ,カ カ ル地 方 二於 テ モ年 々種 子 ノ配 布 ヲ受 ケ レバ 栽 培 ハ 可 能 ナ ラ ン

モ 経 濟 的栽 培 地 トシテハ 結 局公 主 嶺 以南 ナ ラ ン ト思 ハ ル・
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今 稻留氏ニヨリ,公主嶺二於 ケル繊維作物 ノ牧量(軍 位肝)ヲ 畢グレバ

     階 當 牧 量

  
  

 

 

而 シテ同氏試験結果二依 レバ

其繊維 ノ張力ハ

            強 度     伸 度

  ケ ナ フ   1・912肝  0.154糎

  青      麻           1.508           0.135

  黄 麻 0.660 0.080

ナ リ,其 等 ノ結果 ヲ見ルニ ケナフハ満洲國ヨ於ケル他 ノ繊維作物二比ニシテ 乾繊維牧

量最 モ多ク且彊度伸度共 二 黄麻 二勝 リ 從ツテ黄麻 ノ代用品 トナル可能性アリ,

次 ニケナフノ化學成分 二關 シ著者研究室 二於テ行 ヒタル分析結果ハ左ノ如 シ

本研究二使用シタ試料ハ公主嶺農事試験場タシケント18號(昭和8年 栽培)ノ モノデ靱皮

織維ハ製線セズ幹部 ト分 チ分析 シタモ ノデアル故製線セルケナフ繊維(商 品 トナルモノ)

ヨ リモ織維維含有量ハ低イ(分析ハ絶封乾燥物 二封スル百分率デ表ハ シタ)

     満洲國産 ケナフ化學成分
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  マ  ン  ナ  ン                   ー           _

  ガ ラ ク タ ン        1・34    0.42

  ヘ ミセル ローズ           17.19     18.89

  CH30                                3.67             5.

  催r・100        21・61   19・28
  窒 素  〔)・12 0・11

  粗 蛋 白    O.76  0.7

  友 分  073 1・η

  ・ ・チ ・質  1 17・02  13・56

1}騰 1;二:1:}:藷

此結果 二依 レバ此靱皮繊維ハ相當 二木化 ノ進 ンダ,木 化ペク ト,セルローズ トモ云フ可

キモ ノデ,α 一繊維素含有量モ相當 二 高イガ 繊維強度ヨリ考ヘレバ 實ハ モ少 シα繊 維

素含有量 ノ高イモ ノカ ト思ハレタ(即 チ豫期 シタヨリ少イ)從 ツテ之 ヨリ人絹パルプヲ

作ル ト云 フ事ハ,現 状デハ有利ナ仕事 トハ云ハレヌ,然 乍 ラ,製 線 シタ繊維ハ,後 述 ノ

如ク麻袋 ノ原料 トシテ優秀ナモノデアル故其方面ヘノ利用ガ第一・歩デアル ト思 フ,但 興

味 ノアルノハ幹葉部ハ繊維素 ノ含有量ハ靱皮部二比 シテ遙 カニ劣ツテ居ルガ,爾 者 ノ繊

維素 中ノα繊 維素ハ幹薫部ガ梢劣ルガ略匪敵スル点デアル・

    ケナフノ用途並二需要

満洲國ハ大豆,小 豆其他穀物楡選二麻袋 ヲ必要 トシ 其需要量ハ 昭和6年 度4・112萬枚(

偵格1千 萬圓絵)二 蓮 スルニ 満沙li國産麻袋ハ369萬 枚(便 格86・1萬圓饒)二 過ギズ,而 モ

麻袋製造ハ満洲製麻會杜(大蓮)及 奉天製麻會示上(奉天)二 於テ主 トシテ製造 セラレ 其原

料 トシテノ黄麻 ノ輸入ハ5749憺(83.3萬 圓籐)二及ベリ,從 來青麻 ヲ黄麻 二代用セン トス

ル試 ミアルモ青麻ハ強度 殊 二吸漁歌態 二於ケル強度 二於 テ黄麻 昌及バザル訣職アリ,然

ルニケナフニ於テハ強度モ好 ク黄麻 二匪敵スルニ依 リ,生 産頷格ガ安債ナラバ黄麻 ノ代

用 トシテ使用スル事可能ナ リ,而 シテ満洲國現行楡入税(附 加税共)昌 關 シ満鐵調査局調

書 ニヨル ニ

  製品操當  國幣   4,72元

  原料捲當  國幣  1,1865元

    (但原料歩留90%ト スレバ1捲 當 り1β2元)
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1袋 當 リノ債格ハ1憺58・788枚 トシテ8鑓3厘 ニシテ 國内製袋 二封 シ1袋 當 リ5鏡

7厘8毛 ノ保護 トナル

今 印度産黄麻 ヲ原料 トスル場合ノ債格 ヲ昭和8年1ケ 年 ノ弔均債格 ヲ學ザ テ比較 スルニ

(本資料ハ満鐵調査局調書二依ル)

右 ノ如ク,印 度産黄麻 ノ輸入ニヨル 麻袋製造ハ採算上有利 ナラズ,(枚数ハ1遍 當 リ96t)

枚)

而シテ現在 ノ製麻會杜ハ

  漏洲製麻  創 業  大正6年5月

        資本金  1Q⑪萬圓(内 彿込45萬 圓)

        能 力  麻袋年産  500萬枚

  奉天製廓  創 業  大正8年4月

        資本金  150萬 圓(内 彿込75萬 圓)

        能 力 麻袋年産 700萬枚

即チ 年製産能力 合計1,200萬 枚ニシテ,昭和7年 度 新,古 麻袋輪入数量4486・7萬枚 ト比

較 スレバ,猫 伸展 ノ饒地充分 ニアリ

今 ケナフノ自給 成ラバ,輸 入 麻袋及黄麻ノ防邊 トナリ 更 ス 本邦 二封 スル麻袋供給可

能 トナル可シ

而 シテー般論 トシテ著者ノ主張セン トスル所ハ,繊 維作物 ヲ以テバルブ供源ノー ト爲サ

ントスルモノニシテ,今 後研究 ノ結果ヲ侯チテ改メテ論ゼントスル所ナ リ,(但 ケナ7ハ

此 目的 ニハ適當ナラズ ト思ハルル ニヨリ他 ノ原料 ニツキ目下調査中ナ リ)

猫満鐵経濟調査局二於テ灰聞 スル所二依レバ

満洲國 二於 ケルケナ7増 殖計聲案ハ

第1期 計書 トシテ,今 後5ケ 年 ヲ以テ栽培面積17,000階 其生産量2,500萬 斤二達セシメ
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現存工場 ノ原料自給 ヲ計 リ 更二製麻工場ノ撞張 ト相侯チテ栽培面積67,700階 トシ其生

産量101,550,000斤 二達セシメントス

其第1期 計書 二於テハ 遼陽 遼中 甕安 海城 溶陽 及 薪民ノ6縣 トス

   結   論

1・日満経濟プロツクヲ基調 トシテ観 レバ 農作物中 織維作物ノ栽培ハ本邦農業 ト利害 ノ

 衝突少ク且本邦織維工業原料自給 ヨリスルモ最モ適當ナル作物ナリ

2・殊aケ ナフハ滞洲特産大豆,其他 ノ包装 二訣グ可カラザル麻袋 ヲ自給 スル爲 至急研究

 ス可キ繊維作物ナリ
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